
そごう・西武の取り組み
フードロス・食品リサイクル対策
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世界では飢餓に苦しむ人は

約8憶人（9人に1人）

※紛争や気候変動により10年前より悪化

日本でこの１年間で十分な食料がない

状態で過ごした経験のある人数は

約630万人（20人に1人）



毎年世界で廃棄される食品は

その生産量の3分の1
にあたる約13億トン

毎年日本で廃棄される食品は

約500万トン～800万トン。

年間のコメ収穫量に匹敵

環境・社会貢献委員会研修での教育 資料②



〈フランス〉食品廃棄禁止法
大型スーパーマーケットの食品廃棄を禁止し、

売れ残りの食品を慈善団体に寄付するか、肥

料、飼料として転用することを義務付ける法律。

食べられるものを廃棄した場合は罰金。

〈アメリカ〉ドギーバッグ
外食での食べ残し食品を持ち返ることを推奨

環境・社会貢献委員会研修での教育 資料③



「3分の1ルール」商慣習の見直し

納品期限 販売期限

納品期限

値引き・廃棄

販売期限については
各小売にて設定

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月

※賞味期限６ヶ月の例

製造日 賞味期限

現行

見直し
ロス
削減

３分の１

製造日 賞味期限

３分の１ ３分の１

２分の１ ２分の１

環境・社会貢献委員会研修での教育 資料④



「食品ロス削減」の取り組みについて（具体策）

考え方

■セブン＆アイグループは、環境宣言「GREEN CHALLENGE 2050」において、

2050年までに食品廃棄物の75％削減とリサイクル率100％をめざしている。

■「3R推進月間」「食品ロス削減月間」にあたる10月は、グループ各社にて食品ロス削

減に向けた取り組みを実施していく。

内容

全店
共通

①「エコレシピ」の配布 ※データ送信

・食材を最後まで使い切ることで、ごみも少なく、環境にも

お財布にもやさしい「エコレシピ」を配布

・消費者庁のエコレシピサイトや食品の保存方法など

食品ロスに関するミニ知識も紹介

②セブン＆アイ×環境省 ポスター等の掲出 ※データ送信

・「賞味期限」の正しい知識をお客様に知っていただく、

環境省×セブン＆アイコラボのポスターやPOPを店頭に掲出

各店
対応

※密を避けた対応が可能な場合はご検討お願いします。

①フードドライブの実施

・お客さまのご家庭で余っている食品を店舗にご持参いただき、フードバンク等へ寄付

②フードロス対策講座

・地域栄養学校や店舗の管理栄養士の方から食材の使い切りレシピなどご紹介いただく

③その他各店個別対応

・レストラン街での食べきりキャンペーン（残さず食べきった方にスタンプや特典の進呈）など

● 材料 （1人分)

・

・ 小さじ1/4弱

・ 小さじ半分

・ 小さじ１

・ 小さじ1/4

・ 少々

● 作り方

1 ブロッコリーの芯は茎を切落し、薄い輪切りにする。

電子レンジ(600ｗ)で2分半程度加熱する。

2 ボウルに調味料を全て入れ、１を熱いうちに加えて混ぜる。

塩

10月は食品ロス削減月間！環境にも優しいエコレシピ

粗挽きブラックペッパー

ブロッコリーの芯 1本分

※電子レンジのワット数により加熱時間が異なります。

ラー油

ごま油

鶏ガラスープ(粉末)

ブロッコリーの芯でザーサイ

「消費期限」と「賞味期限」ってどう違うの？

消費期限は「食べても安全な期限」、 賞味期限は「おいしく食べることがで

きる期限」です。賞味期限は過ぎてもすぐに廃棄せずに自分で食べられるかど

うかを判断することも大切です。（消費者庁 啓発用パンフレットより）

ミニ知識 QR

消費者庁

食品ロス削減

レシピサイト
ミニ知識作成中

印刷版は9/23送付予

CSV推進担当



「食品ロス削減」の取り組みについて（従業員教育）
CSV推進担当

■社内報で食品ロスの現状を広報



【そごう・西武】10月 食品ロス削減月間 各店取り組み概況①

＜環境省コラボポスター掲出＞

池袋本店入口
（A3OP）

池袋本店
売場内（A3OP）

売場内
（A6ぺら）

関連商品の隣に配置

○○店 出入口（A3OP）

＜ｴｺﾚｼﾋﾟ配布＞



【そごう・西武】10月 食品ロス削減月間 各店取り組み概況②

＜フードロス対策講座（そごう大宮店）＞

約120名のお客さまに
ご参加いただけました



当社の弱体化は、PDCA思考／サイクルに基づく仕事になっていないことに起因する

【参考】フードドライブ実施店舗展開内容

西武池袋本店 西武所沢Ｓ.Ｃ.

西武福井店 西武東戸塚S.C.

《会期》

不定期

《会場》

Ｂ1階＝クラブオンゲート

《会期》

偶数月第4土曜日

《会場》

2階＝正面入口前

《会期》

不定期（年3回～4回）

《会場》

1階＝総合案内所

《会期》

毎月第１日曜日

《会場》

7階＝ファーストブリッジ



.

ＣＳＲ・ＣＳＶニュース 〈食ロス削減関連〉

◆食品ロス予備軍を集めた販売会を開催

～さまざまな社会課題の解決を目指す、SDGｓの取組み事例をご紹介します～

池袋本店

↑ 光の時計口イベントスペース

池袋本店では、9月22日（水）～28日（火）の期間、コロナ禍による観光客減

で影響を受けたお土産や特産品、食品業界の商慣習3分の1ルールで店頭

に並ばない食材、デザイン変更で取り扱い終了となった商品など、さまざま

な理由で行き場を失った食品を集めた「フードシェアリング」販売会を実施。

多くのお客さまにご購入いただくことで食品ロス削減につながるとともに、売

上の一部を子供食堂などに寄付しています。

◆地元の大学で作ったジャムを販売 千葉店

千葉店では３月２６日（金）より、地元の千葉大学で作られたジャムの販売

を開始しました。これは農学研究のために栽培した果実を原料として、学生

の加工実習で作られたもので、 研究の成果物である農産物を廃棄すること

なく、加工食材として大切に使用するとともに、お求めやすい価格で地元にも

還元。さらに収益金の一部は千葉大学の次の教育研究のために

役立てられています。
↑ 千葉大学の学生たちが作ったジャム

福井店◆フードロス削減に向けた取組を実施中
福井店では、毎月１５日を「おいしいふくい食べきりの日」と

して、レストランで完食された方に、次回使える５％割引券の

配布や、惣菜売場での５０ｇから選べる少量販売などを

実施。お客さまに向け、継続的に

フードロス削減を呼びかけています。

◆定食を遅番用弁当にアレンジでロス削減 渋谷店

渋谷店では、従業員から「遅番で社員食堂を利用する時間には定食

の営業が終わっていて、カレーなどの決まったメニューしか食べられな

い」との不満の声がありました。社員食堂改善委員会で協議し、定食

時間終了後の残った食材を利用したお弁当を作り、隣接している喫茶

コーナーで販売を開始。従業員の不満解消だけでなく、廃棄予定の食

材を利用することで食品ロスの削減にもつながる取り組みとなっており、

ISO14001外部審査でも高い評価を受けました。
日替わりの定食を利用したお弁当販売


